
2025年８月 25日、八王子・川町谷戸です。田んぼの稲は穂が出そろい、秋の七草クズの花に秋のチョウ・チャバネセセリが吸
蜜に来ていました。隣のクサギの花にはオオスカシバがホバーリング中、藪の中ではウグイスとガビチョウのさえずりが賑やかで
した。 粕谷和夫の観察日記より 

紅葉台新聞は、「高尾フモト同盟」の HP に公開されています。高尾の情報や働く人たちが紹介されています。興味を

持った方は、覗いてみてください。また、皆様からの情報や投稿もお待ちしています。 

 

戦後８０年いのはなトンネルを訪ねて                 

戦跡 いのはなトンネル列車銃撃

から８０年目の夏 

今年の 8 月５日は、八王子でも最高

気温４０．３度（伊勢崎市４１．８

度国内最高）を記録するほどの危険

な暑さでした。ものすごい日差しが

照り付ける中、戦後８０年というこ

ともあり、例年よりはたくさんの方

が慰霊に訪れていました。受付で記

名し、白い菊の花を１本頂き慰霊碑

に献花をしました。この日は、TBS の

取材班が来ていました。その日の昼

のニュースで報道するとのことで

した。家に帰って昼のニュースをみ

てみましたが、この時のインタ

ビューも報道されていました。 

湯の花（いのはな）トンネル列車銃撃事件の概要 

発生日時：1945 年 8 月 5 日、終戦の 10 日前 

場所：八王子市裏高尾町の湯の花トンネル付近（中央本

線） 

事件内容：新宿発長野行きの列車が、米軍の P51 戦闘機

による機銃掃射を受けた。 

被害：死者：52 人（当時の公式記録）負傷者：133 人国

内最大規模の列車襲撃事件とされる。 

      新たに判明した犠牲者 

氏名：奥田新子さん（当時 20 歳） 

背景：父は歯科医の奥田愛三氏。中国文学者・魯迅のデ

スマスクを取った人物として知られる。慶応大学名誉教

授の長堀祐造氏が魯迅研究の過程で奥田家の戸籍を調査

し、犠牲が判明。2025 年 1 月、慰霊碑に新子さんの名前

が刻まれた。 

   もう一人の犠牲者 

氏名：田村米蔵さん 

職業：鋳物工場の経営者（軍需

産業に従事） 

判明経緯：テレビ報道を見た遺

族が「父も犠牲者だった」と連

絡し、確認された。 

        慰霊の取り組み 

「いのはなトンネル列車銃撃

遭難者慰霊の会」が 1984 年に設立。 

1992 年に慰霊碑を建立し、44 名の名前を刻字。 

2025 年には新たに 4 名（うち 3 名は遺族確認が困難だっ

た犠牲者）の名前が追加された。 

毎年 8 月 5 日に慰霊祭が開催されている。 

昨年９月と今年１月新たな犠牲者が３０年ぶりに確認さ

れました。東京八王子南ロータリークラブのお力添えで

合計６人のお名前を慰霊の碑に刻字されました。碑に刻

まれた犠牲者は５０名となります。 

 

齊藤勉さんは（八王子の空襲記録編集委員・いのはな

トンネル列車銃撃遭難者慰霊の会会長）「戦後８０年を

目前に３０年ぶりに新たな犠牲者が見つかろうとは想像

すらしなかった。今回のことで今後もあきらめずに調査

を続ける覚悟を決めた」と話していました。 

粕谷和夫の観察日記 
ジャコウアゲハの成虫（チョウ）

と蛹と幼虫が一緒に観察できまし
た。場所は八王子・湯殿川、8 月 2

日の野鳥定期カウント時、川のフェ
ンスに絡むウマノスズクサの葉で
す。オスが麝香（じゃこう）のよう
な匂いがすることが和名の由来。麝
香とは、ジャコウジカのオスの腹部
の香嚢から出る分泌物を乾燥させた
もの。幼虫が毒のあるウマノスズク
サを食べて成長するため成虫のチョ

ウも毒を持っている。蛹は「お菊虫」と呼ばれ、各地に
残る怪談『皿屋敷』の「お菊」に由来とのこと。 

亀の仲間スッポンを観察で
きました。8月 2日、八王子・
湯殿川でジャコウアゲハの成
虫・蛹・幼虫の写真を撮った、
その直後です。ほゞ同じ場所の
河原を動き回っていました。
スッポンはカメと異なり、甲羅

表面は角質化していないので軟らかい。普段は水底で生活
しているスッポンが何故、陸に上がって来たのか、不思議。
もしかして猛暑続きで川の水底も暑くなって陸に上がって
来たのかも。 

真夏の炎天下でも咲き続け
る丈夫な花、ニチニチソウ
（左）とマツバボタン（右）
です。我が家の玄関先を飾っ
てくれています。この花を保
つため毎朝如雨露でたっぷり
水をやっていますが、夕方に

なると土が乾燥して水分不足になり葉を丸めて水を欲し
がる姿が愛おしいです。 

 

上川の田んぼの草取を 8月 6日に行
いましたが、22日に 2回目の草取を行
いました。今回も陽が傾いた 17時過ぎ
からの作業。写真上のとおり稲の穂が出
そろいました。しかし、畔がイノシシに荒
らされていたのはショックでした（写真
下）。イノシシは畔を掘り返してミミズなど
を食べたものと思われます。田んぼは電気柵で守られてい
るのですが、どこかの盲点から侵入したと推定されます。 
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